
気持ちを新たに２０１８年も 

市民福祉向上のため全力で取り組みます 

「市民が主役のまちづくり」を目指し桜木候補を擁立して挑ん

だ昨年１２月の市長選挙でしたが、厳しい結果となりました。 

しかし現職市長に約２３００票差まで詰め寄れたことは、志を共

にする市民が多いことの表れだったと希望を感じています。 

争点の一つであった『東久留米市保育サービスの施設整備・運

営及び提供体制に関する実施計画』について、並木候補（現市長）

の選挙の中心にいた衆議院議員は、自身のホームページに「実施

計画にはしんかわ保育園以外『民間化する』とは書いていない。

『可能性を検討』としか書かれていない。更にいえば、民間化といっても、民設民営までいくの

か、公設民営なのかについてすら明確に示していない」との趣旨を記載しました。そして多くの

子育て市民が『廃園計画』と受けとっていることについて「こうした行き違いは行政側の説明不

足」が原因であり反省すべき。並木市長に選挙中も選挙後も強く話していく」と結んでいます。

しかし「民間化を明記した実施計画は全ての公立保育園を対象にしている」と市長は議会で発言

しています。市民が『公立保育園の廃園計画』であると受け取るのは当然であり、決して誤解を

した訳ではありません。改めて『公立保育園の廃園計画』は速やかに見直すべきと指摘します。 

２０１８年も市民のみなさまにとってわかりやすい市政となるよう、そして市民福祉の向上の

ため全力で取り組んでまいります。どうぞ、間宮みき にみなさまの声をお聞かせください。 
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軍
事
力
拡
大
路
線
の
安
倍
政
権
下
、
改
憲
は
危
険 

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
２

０
２
０
年
、
日
本
が
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
る
年
に
す
る
き
っ
か
け

と
し
た
い
。
憲
法
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
国
の
形
、
あ
り
方
を

大
い
に
論
じ
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
る
な
ど
安
倍
首
相
は
憲
法
改
正

に
強
い
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。 

「
自
衛
隊
」
に
つ
い
て
自
民
党
憲
法
改
正
推
進
本
部
は
、 

①
９
条
１
項
・
２
項
を
維
持
し
た
上
で
、
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記

す
る
に
と
ど
め
る
べ
き 

②
９
条
２
項
を
削
除
し
、
自
衛
隊
の
目
的
・
性
格
を
よ
り
明
確
に

す
る
改
正
を
行
う
べ
き 

と
い
う
二
つ
の
案
を
示
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
（
文
民
統
制
）
を
憲
法
に
明
記
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
政
治
家
が
軍
隊
を

統
制
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
明
記
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自

衛
隊
を
軍
隊
と
み
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
安
倍
首
相
は
、
自
衛
隊
は
あ
く
ま
で
「
実
力
組
織
」
で
あ

り
、「
軍
隊
」
で
は
な
い
と
い
い
ま
す
が
、
矛
盾
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。 

平
和
憲
法
の
要
で
あ
る
「
戦
力
不
保
持
と
交
戦
権
否
認
を
規
定

し
た
９
条
２
項
」
の
堅
持
は
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
、

安
全
保
障
法
制
を
強
引
に
推
し
進
め
た
安
倍
首
相
の
も
と
で
の

憲
法
改
正
の
議
論
は
、
更
な
る
右
傾
化
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね

ず
、
絶
対
に
阻
止
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

防
衛
相
は
昨
年
１２
月
、
海
上
自
衛
隊
最
大
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搭

載
護
衛
艦
「
い
ず
も
」
を
、
戦
闘
機
を
搭
載
で
き
る
「
空
母
」
に

改
修
す
る
検
討
に
入
り
ま
し
た
。
ま
た
航
空
自
衛
隊
も
Ｆ
３
５
数

十
機
の
追
加
購
入
を
決
定
す
る
な
ど
国
民
の
知
ら
な
い
間
に
軍

備
の
拡
大
が
着
実
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

主
権
者
で
あ
る
わ
た
し
た
ち
が
、
戦
争
へ
の
道
を
進
ま
せ
な
い

よ
う
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

（無所属） 



間宮みきの１２月議会の一般質問などから 

第５次長期基本構想・長期総合計画は市

民参加で策定を 
並木市長は 2016 年度にスタートした第 4
次後期基本計画から（仮称）自治基本条

例の制定を削除しました。しかし『基本

構想・長期総合計画』の策定根拠を自治

基本条例に位置付ける自治体も少なくあ

りません。わが市も（仮称）自治基本条

例を制定し、市民参加により『長期基本

構想・長期総合計画』を策定していくべ

きと考え、市長の見解を伺いました。 

間宮：第4次後期基本計画には「地方自治法の改正に

より、基本構想策定の義務付けが撤廃された。今後の

まちの将来像と、それを実現するための新たな方策に

ついて検討する」とありましたが、どのように進めて

いくのか。 

企画調整課長：地方自治法が改正されたことにより、 
 

 
基本構想の議決の義務づけが廃止されたため、これま

でと同様に議決を得ていくのであれば、他の自治体と

同様に条例を制定することが必要であると考える。 

間宮：基本構想策定のために条例制定を検討されると

理解した。わたしは（仮称）自治基本条例を制定して

進めていくことが理想だと考える。現段階でどのよう

な条例かは別として、市民参加で基本構想を制定して

いくために条例策定に取り組むと理解してよいのか。

市長の見解を伺いたい。 

市長：長期計画のあり方というものの考え方というこ

と、根本から議論していく必要があると思っている。

どのような手続きで進めていくかというものに関して

は、これから熟考していく必要があると私自身は思っ

ている。 

間宮：どんな条例を制定して進めていくのか、具体的

には今は問わないとまで譲歩したつもりだったが、市

民参加で基本構想を策定していくという基本的な方針

さえ示されなかったことは、本当に残念である。是非、

第5次長期基本構想・長期総合計画は市民参加で策定

するよう求める。 

女子高生支援センターColaboの「夜の街歩きスタディツアー」に参加しました

普段の生活の中では気づきにくい少女を取り巻く現状をスタッフの方に解説してもらいながら、夜の繁華

街を約３時間半かけて歩きました。 

 最近の繁華街では警察の取り締まりが厳しくなり、制服姿の女子高生に親密なサービスをさせる「Ｊｋビ

ジネス」は、随分少なくなっているとのこと。しかしナースやメイドなど様々なコスプレを少女たちにさせ、

客へのサービスを提供させている店は相変わらず数多く存在しているという。一方、同じ繁華街には無数の

「スカウト」と呼ばれる男たちが、“店”で働く新たな少女を見出そうと、行き交う通行人に目を凝らし、

声を掛けているという。実際「スカウトの誘いは危険である」という放送が絶え間なく流れている通りで、

少女に声を掛ける「スカウト」をわたしも目にした。彼らが放送を意にかえす様子は全くなかった。 

 かつて「Ｊｋビジネス」を取り上げたマスコミの多くは、女子高生がスマホや洋服を買うために、自ら納

得の上、危険な仕事についているのではと報道をした。しかし案内してくれたスタッフは、「遊ぶお金欲し

さ」で危険な仕事に身を投じている少女は少数派で、学校にも家にも居場所がない少女がほとんどと話す。

そして彼女たちが本当に助けを必要とする夜や土日、児童相談所も役所も門戸を閉じてしまっている。甘く

優しい言葉をかけてくれるのは「スカウト」だけ。少女たちが彼らを頼るのは自然なこと。需要と供給のバ

ランスは、少女たちを商品化して売る大人と少女たちの間で成立している訳ではなく、売る大人とそれを買

う大人との間で成り立っている。悪いのは大人であり、少女たちの責任ではない。 

さらにスタッフは、支援者には少女たちがやってくるのをただ待っているのではなく、自ら歩み寄り、そ

して一人ひとりに寄り添うことを心掛けてほしいと言葉を継いだ。 

 わたしは実際繁華街を歩き、スタッフの方の解説を伺うことで、少女たちを取り巻く厳しい状況や、そこ

につけこむ大人たちの巧妙さを少しだけではありますが、肌で感じることが出来ました。Colabo は少女た

ちのSOSに気付くことが出来る大人を増やしたいと言います。わたし自身もそんな人間でありたいし、また

そんな仲間を増やすお手伝いが出来ればと考えています。 



中学校の自閉症・情緒障害特別支援教育

の環境の充実を求める 
市内の小学校には既に自閉症・情緒障害

固定学級が開設されていますが、中学校

への開設は着手されていません。このた

め、小学校卒業後は私立中学校へ進むか、

通常学級もしくは知的障害の固定学級を

選択しているのが現状です。インクルー

シブンな教育を進めるため、通常学級の

環境整備を進めるとともに、中学校に自

閉症・情緒障害固定学級を開設し、一人

ひとりに適した教育環境を選択できるよ

う求め、教育委員会に質問しました。 

間宮：インクルーシブな教育理念が社会の主流となっ

ている。障がいの有無に係わらず、通常学級で適切な

教育を受けることが出来る環境整備の充実を求める。

現状で、例えば必要な生徒には「ルビを振った教科書

の提供」や「ICTを活用した教育」は可能なのか。 

教育部参事：過去にルビを振ったという実績はある。

ICTに関しては今後検討したい。 

間宮：通常学級での教育環境の更なる充実は喫緊の課

題である。予算も含め検討を求めるがいかがか。 
また中学校では、特別支援教室の開設を優先するため、

現在のところ自閉症・情緒障害固定学級の開設予定は

ない。しかし 2017 年に出された『東京都特別支援教

育推進計画』には「通常学級に在籍する発達障害のあ

る児童・生徒の中には、情緒障害等通級指導学級によ

る指導では、十分にその成果を上げることが困難な児

童・生徒もいる。このような児童・生徒は自閉症・情

緒障害特別支援学級（固定学級）において適切な指導・

支援を行うことが有効である」と記されている。市と

して中学校へも早期に開設するべきと考えるがいかが

か。 

教育部参事：通常学級における指導の対応は、予算も

含めて、今後もできる限りの対応をしていくよう検討

したい。また固定学級については、東京都が今、教育

課程の研究・開発をしているところである。そちらも

参考にしながら、本市においても、2020年度まで『特

別支援教育推進計画』のもと調査・研究をしていきた

いと考える。 

間宮：差別解消法が施行され、義務教育の現場として

も合理的配慮が求められている。予算については市長

部局がきちんと対応してもらいたい。また東京都の計

画には、2020年までに区市町村が自閉症・情緒障害固

定学級を設置する際は、支援をしていくとの表記もあ

る。わが市としても年次計画をもって対応していくべ

きと指摘する。 

３月３日（土）議会が開催されます 
市民に開かれた議会を目指し、３日土曜

日に市長の所信表明とそれに対する各会

派の総括代表質問を行います。間宮みき

も市民自治フォーラムを代表して質問に

立ちます。是非、傍聴に来てください。

また議会開会前に、文化協会のみなさん

による議場コンサートも開催されます。 

✿議場コンサート✿ 
男性カルテット「Four Jokers」による 
「花の咲く街」、「上を向いて歩こう」 

東久留米市民吹奏楽団「木管五重奏」による 
ディズニーメドレー「パート・オブ・ユア・ワールド」、

「花は咲く」 

・８時３０分開場（先着順） 
・９時００～ 約１５分演奏予定 

なお、詳細は議会事務局へお問合せを（TEL 470-7789） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

間宮みきの一般質問をご覧ください 

現在、東久留米市議会の録画映像がインターネット 
により配信されています。 

是非、間宮みきの質問をご覧頂き、感想やご意見を

お聞かせください。 

東久留米市議会映像配信【間宮みきの質問】 
http://www.higashikurume-city.stream.jfit.co.jp/?t
pl=speaker_result&speaker_id=33 
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子どもに大人気の瀬戸内市移動図書館 
市内邑久高校美術部のデザイン 

 
２月５日〜７日、市民自治フォーラムで岡山駅を拠点に、盛りだくさんの会派視察にいってきました。 

初日に視察した総社市では、バスやタクシー会社と協定を結び運営している、デマンド型地域公共交通

「雪舟くん」についてお話しを伺いました。以前はコミュニティバスを運行していましたが、乗客が少な

く空気を運んでいるような状態だったそうです。このため改善を目指しアンケートを実施。「便数が多い」

「家の前まで迎えに来てほしい」「安い料金」という住民要望を基本に、交通不便地域の解消に取り組み

ました。その一方で、平日１６時まで、土日祝祭日は運行しないと決定。「雪舟くん」利用者にはバス・

タクシーで利用可能な助成券を発行するなど、民間交通機関との共生を心掛けたそうです。 

わが市でも、近くデマンド型公共交通の実験運行のための制度設計が示される予定となっています。是

非「雪舟くん」を参考に、市民本位で、かつ民間交通機関との共生が実現出来るよう、今後市側と議論を

していきたいと考えます。 

また今回は、３年後に指定管理者制度導入の方針が出されている

東久留米市立中央図書館の参考にするため、指定管理者制度が導入

されている高梁市、直営の岡山市、市民の市民による市民のための

図書館を謳う瀬戸内市の３図書館を視察しました。 

瀬戸内市の図書館「もみわ広場」は「もちより・みつけ・わけあ

う広場」を基本理念に、「市民が夢を語り、可能性を広げる広場」

「コミュニティづくりに役立つ広場」「子どもの成長を支え、子育

てを応援する広場」「高齢者の輝きを大事にする広場」「文化・芸

術との出会いを生む広場」「すべての人の居場所としての広場」「瀬

戸内市の魅力を発見し、発信する広場」という７つの指針を掲げて

運営されています。 

 ２０１０年に瀬戸内市新図書館整備検討プロジェクトチーム発足以来、２０１６年に開館するまで市民

参加の「としょかん未来ミーティング」を１２回開催。そしてさら

に、２日間の子ども編も実施したそうです。その間、指定管理者制

度導入を提案する議員もいたそうですが「教育機関である図書館に

指定管理者は馴染まない。図書館は直営で運営すべき」との市長の

信念で現在の図書館が誕生したそうです。トップリーダーの理念が、

まちづくりにとって本当に大切であると実感しました。 

この他、若者によるまちおこし、「ぼっけーまち会議」（笠岡市）、

予てより我が市にも必要と思っている発達障害者支援センター「ひ

か☆りんく」（岡山市）、そして「岡山市子ども読書計画」につい

ても視察しました。何れも学ぶべき点が多く、実り多きものでした。 

 

岡山県に図書館などの視察に行ってきました  

 
高梁市のツタヤ図書館。本がいっぱい！

でも写真バックの２階部分はスタッフ

専用スペースです。利用者は本を自由に

手とることは出来ません。 


